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IT革命から加速したデジタル化

2000年頃 IT革命

 ・「IT」という言葉が広まる

 ・パソコン・インターネットの普及

2010年代 生活のデジタル化

 ・2011年 地デジ完全移行

 ・スマホ、LINEの普及

 ・ネットバンキングの一般化

 ・電子マネーの利用拡大（Suica、
WAON、nanaco など）

2020年 コロナ禍での急加速

 ・在宅勤務・リモート会議が必須に

 ・押印・FAX依存の業務見直し

 ・電子契約、クラウドサービスの普及

👉 デジタル化は「便利」から「必須」へ
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デジタル化の先にあるDX

 紙などのアナログをデジタルに置き換える

例:通帳のコピーをFAXで送る

↓

スキャナで電子文書化しメールで送る

デジタル化 ＤＸ
 デジタルトランスフォーメーション

 デジタルを活かして業務や仕組みを変える

例:電子データで送られてきた通帳の写しから
AIに仕訳入力をさせる

👉 DXは「特別なもの」ではなくデジタル化の延⾧線上にある
👉小さな一歩がDXへの入り口
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自計化の最先端モデル

 関与先が会計ソフトを自ら操作

 FinTechで銀行・カード取引を自動取り込み

 AIが仕訳を仮入力 → 人がチェック

 クラウドで会計事務所とリアルタイム共有

👉 一部の企業では、すでにここまで運用さ
れています
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オンライン
データ収集
サービス

会計ソフトへ取込
AI自動仕訳



現場の経理、こんなケースも…?

 社⾧は自ら現場に出て多忙

 経理担当は奥様

 家族経営で昔ながらのやり方に慣れている

 売掛・買掛は手書き台帳で管理

 手書き請求書は「見栄えが悪い」との理由で、
手計算の結果をExcelひな型に入力 → 活
字の請求書に

👉 “最先端モデル”との間に大きなギャップ

5



これならできる!デジタル化の第一歩

 パソコンや会計ソフトは難しくても…

 スマホで撮ってLINEで送るならできる

 通帳の取引明細も同じ方法で送れる

👉 これが 身近なデジタル化の始まり
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「お孫さんの写真をLINEで送ってください」



通帳をパシャッ → AIが仕訳!

 スマホで通帳を撮影 → LINEで送信

 送られた写真をAI搭載会計システムで取込

 写真を基にAIが仕訳を仮入力

 人の目で確認して仕訳を確定

👉 “写真を送るだけ”でできるDXの第一歩
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請求書や領収書も“送るだけ”

 Wi-FiがあればOK

 PC不要、タッチパネル操作だけ

 FAX感覚で誰でも使えるスキャナ

 送信されたデータは関与先ごとに自動振分け

 AIが仕訳を仮入力 → 人の目で確認

👉 紙も“送るだけ”でDXの一歩に
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年末調整・確定申告もAIがサポート 9

転記読取

確定申告書を作成

医療費明細 寄附金明細

保険料控除 源泉徴収票
AI-OCR機能で各証憑の
名称や金額などを自動認識

転記後も控除証明書を
確認可能

医療・寄附・保険料・源泉
徴収票の多種多様な様式
から必要な情報を抽出

生命保険

読取 内容
転記

源泉徴収票を作成

地震保険 AI-OCR機能で保険会社名、支
払額などを認識

転記後も控除証明書を確認可能

氏名を判定し社員と控除証明書を
自動結び付け



これならできる!から始めるDX（まとめ）

 DXは特別なものではなく、デジタル化の延⾧

 大事なのは “できることから始める”

 自計化:通帳・請求書・領収書のデジタル化

 事務所内:年末調整・確定申告でAI活用

👉 紙もデジタルも、状況に応じて使い分けることが
「これならできる!から始めるDX」

 当資料は下記QRコードからダウンロードできます

 紙資料のデジタル共有もDXの第一歩

 紙が優位な場面では、紙を

👉 目指したいのは、心の通ったDX
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ご清聴ありがとうございました
当資料に関するお問い合わせ

株式会社 ＩＣＳ 岡山営業所

TEL:086-262-0707㈹

E-mail:info@ics-ltd.co.jp

Website:https://www.ics-ltd.co.jp


